知ってからやる獣害対策（３）　～餌付けは人なれ学習から～

　獣害対策とはズバリ、一人でも多くの人が餌付けをやめることにつきます。そのためには餌付けがどうすれば成功するのか知っておく必要がありますね。実は、餌付けに成功する条件はたった二つ。一番目の条件が人なれ学習、二番目が豊富な餌の準備です。何をやってもダメなら、それは二つの条件がそろったままということです。

いくら動物にとっていい餌があっても怖くて畑に近づくことが出来なければ餌付けは成功しないはずですよね。実は意外なところであなた自身が知らぬ間に人なれ学習をしているのです。

集落内で農道を夜に車で通ったらシカを見たことがあるあなた。道端でシカが草を食っているのに、それを見ながら横を通ってしまったとしたら、それだけであなたはシカに「このあたりは車も乗ってるヒトも怖くないぞ」ってことを学習してあげたことになるのです。家屋（たとえそれが廃屋でも）や畑の至近距離にちょっとしたススキやカヤの草むらができてしまったり、収穫も剪定もやめたイチジクやウメなど数本の放任果樹の茂み、棚が朽ちてジャングル状態のキウイフルーツなどがあるだけでイノシシやクマなどの動物は安心してそこに潜み、人声や農機の音などになれていきます。

知ってからやる獣害対策（４）～餌付けは人なれ学習から(続き)～

　あっ、それからサルの人なれ学習はどうやってすすむのか、これを知らない人の多い地域では、サル対策をやればやるほど、ずる賢く集落付近に居つくサルの群れを増やしてしまうことも知っておいて下さい。

　サルのムレが稲刈りの終わった冬の田んぼに出ている時。その横の道をあなたが「サル、たくさんいるけどあそこでレンゲ食ってるならいいや」と思って追い払いもせずに見ながら通ったとします。

この「見ながら何もしないで通る」行為こそが最悪の餌付け行為なのです。サルに「レンゲは自由に食べてもいいけど、横のダイコンやハクサイは食べてはダメ」って教えること出来ないですよね。

　「収穫後のソバ畑で落ちたソバの実拾っとるならいいや。」「廃園のミカン食ってるならいいや。」「おお、今日は畑荒らしせずに畦の草食ってるんか、子ザルは案外可愛いものだなあ。」
もし、あなたがそんなことを考えながらサルを見ていたとしたら、あなたこそがサル被害を激化させる餌付けの張本人ってことです。

満腹できた上にこの集落の人は怖くないって毎回「人なれ」学習してあげたわけですよねー。
